
 

 

 

 

 

 

 

高等部卒業生のみなさんへ 

 

 

 

旅立ちの春を迎え、いよいよ明日１０日、高等部の卒業式が行われます。 

卒業生や保護者の皆様にとっては、今まで幾度と経験してきた卒業式の中でも、格別な思いを抱かれるので

はないでしょうか。 

この３年間では、生徒一人一人が「進路」や「生き方」について考え、多くのことを学んだことと思いま

す。特に最終学年であった今年度は、様々な行事や活動の中心となって活躍しました。自分のことだけでは

なく、仲間や後輩達、そして学校全体をも考えた幅広い見方もできるようになってきました。 

昨年度から続いているコロナ禍の影響で、進路に関わる学習や活動の一部が中止・延期・縮小などになり

ましたが、置かれた状況の中から最善策を導き出し、各自の目標に向かって進路を切り拓いた皆さんの精進

に、心から拍手を送ります。これから始まる新しい生活で、精一杯自分の可能性を伸ばしていってほしいと

思います。 

 

令和３年度 高等部卒業生の進路状況  ＊（ ）内の数字は人数 

《産業技術科》 テクノスクール（１） 専門学校（１） 福祉サービス事業所（１） 

《産業科》 福祉サービス事業所（１） 

《普通科》 就職（２） 福祉サービス事業所（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

進路だより 新潟県立長岡聾学校 進路指導部 

第４号 令和４年 ３月９日（水） 発行 

Q１ 進路先を決めた理由は何ですか？ 

Q2 進路が決まるまで、どんな勉強や準備をしましたか？ 

Q3 進学を希望する後輩へ、一言アドバイスを！ 

テクノスクールに進学するＳさん 

A ：車が好きなので、それに関係する仕事をしたいと思い、 

資格を取得するためにこの進路先を決めました。 

 

A：選考試験の面接練習をしたり、オープンキャンパスでどん

な学校なのかを見学したり作業体験をしたりしました。 

 

A：自分の好きなことや趣味と照らし合わせて、 

それに関係する学校を探すといいと思います。 

普通科 

「三送会」 

産業技術科・産業科 

「卒業生を送る会」
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自己理解を深めよう 

代々の卒業生が通ってきた道のように、進路を決定する道中には、「自分の強みや課題を知ること」や「卒

業後（将来）の進路実現のために、今は何をどうすべきか、と自分に向き合い、考えること」がとても大切

です。少し難しく言うと、「自己理解がしっかりできている（自分の目標が明確である）こと」が、その先

の納得のいく進路選択につながるポイントとなります。 

自己理解をすすめ、深めていく手立てとしては、実際に見て・聞いて・考えて・行動して・振りかえるこ

と。これが何より重要となります。今年度も、職場体験や校内実習・現場実習などの学習を通し、生徒の変

容を実感することができました。１，２年生は、体験や経験で得た「気づき」や「自信」を糧に、さらに自

己を磨き、将来に向かって必要な力を蓄えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先輩たちのがんばった姿に大きな刺激を受け、これ 

 

 

A： 自分がどんな仕事がしたいのか真剣に考えることが大変でした。

また、なかなか自分がしたい仕事が見つからず探すことが大変でした。 

Q2 進路が決まるまで、大変だったことはどんなことですか？ 

福祉就労で就職をめざすEさん 

Q１ 進路先を決めた理由は何ですか？ 

A： 実習をしてみて、自分のしたい仕事があったことと、力をつけて

から一般就労をしたいと思い、この進路先に決めました。 

Q3 これから進路を決める後輩へのアドバイスをお願いします。 

A： 私は、１年生の時に進路のことを先生にいろいろ相談した方がいいな、と 

思いました。２年生の時に、「この場所で働きたい」と決められるといいと思います。 

Q1 今年度の学習や生活を振り返って、自分が

成長したと思うことは？ 

 

A 自分の気持ちや意見を周りの人に言えるように

なりました。（Hさん） 

  

A ①どんなことに対しても前向きに考えることが

できるようになりました。②周囲で困っている人を

助けることができました。③丸いすに座って、良い

姿勢を保つことができるようになりました。（Eさん） 

 

  

A 就職できるように、校内実習をがんばり 

たいです。（Mさん） 

  

A 校内実習で仕事をする知識がつきました。（Mさん） 
A 「自分は何ができるのか」と考えたり、人

に言われる前に自分で考えたりして仕事がで

きるようになりました。（Aさん） 

 

Q2 来年度、自分が頑張りたいことや意気込み

は何ですか？ 

 

 

A 相手と話すとき、ゆっくり話すことがまだできないと分

かりました。普段から意識して頑張っていきます。また、分

からないことがあったら、周囲の人に聞くことが社会に出て

から必要なので、できるようにしたいと思います。（Aさん） 

 

A １年間学んだことを活かして、今よりもっと

成長できる現場実習にしたいです。（Eさん） 

 

A 自分から積極的に行動するのがあまり得意じゃないの

で、積極的に自分から行動できるようになりたい。（Hさん） 

 

Q2 進学や就職に向けて、 

自分が頑張りたいことや意気込みは？ 

 

 

Q2  来年度はいよいよ現場実習があります。

頑張りたいことや意気込みは？ 

 

Q2 来年度は進路を決めることになります。頑張りたいこ

とや意気込みは？ 

 

おわりに・・・保護者の皆様、地域・事業所の皆様へ 

進路に関わるさまざまな学習活動に対し、ご理解ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。来年度も、感染症の状

況に配慮しつつ、進路の学習を深めていきたいと考えます。ご支援のほど、お願いいたします。 


